
免疫・リウマチ内科学

○主な研究内容

１ 消化器疾患の病態解明とその臨床応用

２ 消化管病変の画像強調内視鏡診断と遺伝子診断の開発

３ 消化器癌の個別化医療とバイオマーカーの開発

４ 炎症性腸疾患の再生医療と免疫治療の開発

５ 肝胆膵領域における新しい画像診断と遺伝子診断の開発

６ 膵癌に対するがんワクチン療法の開発

７ 臨床検体を用いたゲノム・エピゲノム解析とその臨床応用

８ がんの分子標的治療の開発

９ 膠原病および自己免疫疾患の成因解明

10 ミクリッツ病と全身性 IgG4関連疾患の病態解明

11 免疫疾患における新しい治療法の開発
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